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スマートフォンを活用した 
漁港施設の点検と今後の課題
漁港施設点検システム

長　野　　　章・長　野　晋　平・田　原　正　之

管理者である行が活用するシステϜを開ߓړ施設の点検を行い，ͦの情報をߓړ建設業者自らがߓړ
発した。点検情報はスマートフΥンのアϓϦで発信され，ੵされた情報はߓړ管理者が活用できる。ړ
ઐの職員はগない。ͦのようߓړに行ではߋ，行では技術者の高ྸ化が進Έ関ߓړ建設業及びߓ
な中で，このシステϜはスマートフΥンと ，間ఔ度で習ಘできる؆ศなアϓϦを利用することによΓ࣌1
。施設の点検をよΓ容қなものにするߓړ
キーワードɿߓړ，施設，点検，ࡂ，ҡ࣋管理，スマートフΥン，アϓϦ

1．はじめに

情報機器の発లはૉらしく，ࢲたͪのの回Γに
あ;れておΓ，しかも，ͦれらの機は日々発ୡして
いる。ͦして，एいਓは論，高ྸ者もͦれらの機器
を日々利用している。中でもスマートフΥン（以下，
スマϗ）の普及は，ઌ進ࠃの中ではいものの，ݸਓ
保༗は 53�5ˋ（平成 26 年）となっている。ݸਓに
普及しているスマϗを利用して，શࠃのౡ，ౡを
ؚめ点在しているߓړ施設のྼ化，ඃࡂঢ়گ及び不๏
不ద利用なͲをߓړ建設業者が点検し，ߓړ管理者
である行と情報を共༗するシステϜを開発した。ͦ
の実用ྫとޙࠓの՝についてड़る。

2．システム開発の動機

，管理࣋施設について，スマϗを用いた日ৗ，ҡߓړ
建設業者が情報をߓړ，の点検システϜを構ஙしࡂ
発信する理༝は，࣍の �点があ͛られる。
第一に公共事業としてのߓړの整備はত 26 年か
ら実施され，શ2ࠃ。で施設が整備されてきたߓړ���
施設のٺ化とともに，ͦの機保શ計画も作成，実
施されているが，これらのେな整備をޮ的に行っ
ていく必要がある。第ೋにߓړはਫ産ݯࢿが๛なと
こΖに立地することから，当વ，ౡやౡのઌな
Ͳに位ஔし，্ަ௨が不ศである。第ࡾにશࠃの
85� �5がಓ県管理，2ߓړ� ொଜ管理とࢢがߓړ
なっている（平成 26 年 � 月 1 日現在）。ͦれͧれを管
理する行の技術者はݮগしておΓ，しかもߓړをઐ

とする技術者もগない。第࢛にۙ年の自વࡂの多
発と東日本େࡂのようなڊେࡂの発生の可性か
ら，行とߓړに特化した建設業団体がࡂ協定を締
݁している事ྫが૿え，11 ಓ県に及Μでいる。ࡂ
協定では，建設業団体の重要なׂの一つにࡂ情報
のୡがあΓ，現場からの情報をいͪૣく行にୡ
する必要がある。
以্の理༝から，（一社）શ日本ߓړ建設協会に所
ଐするߓړ建設業者がେきなෛ୲にならない形で，ࡂ
の点ߓړ民協ಇでにߋ，協定のཤ行ٛ務をՌたし
検を行うために，スマϗのアϓϦを活用したシステϜ
構ஙが必要であった。

3．総合的なシステムの開発

（1）システムの概要（図─ 1）
施設の点検で，ଛইՕ所等を発見した場合，スߓړ
マϗのアϓϦを用し，現گ画૾，施設໊及びঢ়گ等
の必要項目をૹ信する。データがૹ信されると，ߓړ
管理者にメールがಧき，ૹ信されたデータをӾཡでき
る。また，શての情報はデータϕースにੵされ，ొ
日，ߓړ，໊ߓړ施設໊等で検ࡧ，ൺֱ，検ূする
ことができる。
データのૹ信はスマϗのアϓϦで行うことを定し
ておΓ，"OESPJE と JOS に対Ԡしている。
（B）利用者の設定（図─ 2）
アϓϦの初回ى動࣌には「*%」と「ύスϫード」
をೖ力する。利用者にはొൣғ（୲当のಓ県や
地域等），所ଐ等が設定されておΓ，ొൣғによっ
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て，対象ߓړが੍限されている。ྫえ，ొൣғが
"県である利用者は，#県のߓړについて，データを
ૹ信することはできない。
（C）点検種ྨの選（図─ 3）
点検種ྨを「日ৗ点検」「ҡ࣋管理点検」「ࡂ点検」
から選する。
（D）画૾の選またはࡱӨ
スマϗに保ଘされている画૾の中から選するか，
ͦの場で画૾をࡱӨする。画૾をࢦ定すると，ࡱӨ日
とともに࣌ GPS 情報を基に一൪ۙい໊ߓړが設定さ
れる。
（E）ࡱӨ位ஔと方֯のࢦ定（図─ 4）
地ਤ্でࡱӨ位ஔの修ਖ਼や，方֯を 16 方位から選
することができる。
（F）対象施設，ௐࠪ位ஔ及びঢ়گ内容の選
対象施設はফఅ，అ，，؛ޢધ؛）؛น・
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༲場），ધ؛（ધ༲場），ଳ施設，ਫ域施設，ಓ
࿏，用地等の施設໊を選する。ௐࠪ位ஔは施設શ体，
๏ઢ，্部工，本体工，ฦ工，ফ工，ଐ工，Τ
ϓロン，എޙ地，ଳ施設，ಓ࿏等から選する。ঢ়
ࡂ」内容は点検種ྨによってҟなΓ，「日ৗ点検」گ
点検」の場合は，ଛই・ُ྾，ͻびׂれ，మے࿐出，
開，発ࡺ，Ҡ動，下・ؕ ，৯，Ԝತ・出ೖΓ，
ຎ・ృ，ஈࠩ，欠ଛ等の項目から，「ҡ࣋管理点検」
の場合は，不๏༗，不๏غ，不๏留・ఀധ・ற
ं，ਓ事ނ，ધഫ事ނ，ं྆事ނ，ഇધ，ଯੵຒ
，ඬྲྀ，動֚ࢮ，མॻき・ϖイント，݁ණ・ੵ
ઇ等の項目から選する。
（G）加画૾の選またはࡱӨ（図─ 5）
（D）でࢦ定した画૾のଞに，ผの֯度やڑでの画
૾を 3ຕまで加することができる。
（H）コメントのೖ力
௨ৗの選ࢶでୡできない事項等を自༝にೖ力す
ることができる。
（I）ٸۓ報ࠂの選
。されるࠂ事項として報ٸۓ管理者ߓړ

（J）データのӾཡ（図─ 6，7）
アϓϦからデータをૹ信すると対象ߓڕを管理して
いる行の୲当者にメールがಧき，データをӾཡする
ことができる。なお，この情報は *%とύスϫードで
保ޢされておΓ，ૹ信者本ਓとߓړ管理者以֎はӾཡ
することができない。

（2）情報網の構築
点在するߓړの点検情報をߓړ建設業者がߓړ管理
者ૹ信するためには，情報を構ஙしなけれなら
ない。ಓ県によって，ߓړの管理体系はҟなるの
で，各ಓ県に合わͤて情報を構ஙしている。

4．蓄積されたデータの活用

管理者はੵされたデータをӾཡすることがでߓړ
きる。

（1）データ検索部
目的にԠじて，多量のデータの中から必要なデータ
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をந出，ൺֱを行うことができる。

（2）地図表示部（図─ 7，9）
ొデータが地ਤ্にࡱӨ方֯のҹのマーカーで
දࣔされる。マーカーは点検種ྨによって色がҟなっ
ておΓ，一目でかるようになっている。
マーカーをクϦックすると，ࡱӨ画૾とデータのొ
年月日がϙッϓアッϓでදࣔされ，දࣔされた画૾
をクϦックすると，ͦのৄࡉデータがදࣔされる。

（3）一覧表示部（図─ 8）
ొされたデータの一ཡがදࣔされる。データを選
するとৄࡉ画面がදࣔされる，

（4）詳細データ表示（図─ 7）
ొされたデータの画૾と内容のଞ，ొ者，ొ
者所ଐがදࣔされる。ొされた画૾はダウンロード
することができる。また，ฤूݖ限をもつϢーザーは
データの修ਖ਼等のฤूを行うことができる。

5．秋田県での適用事例

（1）概要（図─ 10）
県と（一社）શ日本ߓړ建設協会でࡂ協定を締݁
しているळా県において，平成 27 年 7 月 � 日にシス

テϜのڙ用を開࢝した。ळా県はࢁ本地域，ळా地域，
༝利地域の 3ৼڵ局のྛ部ଜ整備՝でͦれͧれの
地域のߓړを管理し，ळా県ྛਫ産部ਫ産ߓړ՝が
౷ׅしている。ߓړ建設業者は，地域管内のߓړを点
検し，スマϗで点検データをૹ信する。データがૹ信
されると，各ৼڵ局の୲当者にメールがಧき，データ
アクセスすることができる。

（2）供用開始と準備
協定ࡂするにあたΓ，まͣ，ळా県の࢝用を開ڙ
のࡂঢ়گୡに従い，行৫と（一社）શ日本
建設業者で，情報を構ߓړ建設協会に所ଐするߓړ
ஙした。また，ߓړ建設業者と行の୲当者にͦれͧ
れ 。間ఔ度の講習を行った࣌1

（3）講習の結果と改良点
にシステϜの理ղ度，վྑ点及び運ޙ直࢝用開ڙ
用について利用者にアンέートௐࠪを行った。
研修は࣌間であったが，શ員がよくシステϜを理
ղしていると回した。վྑ点については，GPS に
ついてのトϥブルղফとঢ়گ内容の選ࢶに「ҟৗな
し」を加することがٻめられた。また，システϜ運
用に関しては，ߓړの۠のऔΓѻい，点検データの
Ӿཡݖ限のൣғ及び *%，ύスϫードの༩方๏につ
いて意見があった。
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6．今後の課題

ळా県શ県下のߓړにシステϜをڙ用し，現在もॱ
ௐに利活用されている。ߓړ建設業者とߓړ管理者は
ともに 間ఔ度の講習でシステϜを理ղし，利用す࣌1
ることができておΓ，ඇৗに؆ศでいやすいシステ
Ϝであるとݴえる。スマϗのアϓϦのインストールで
もまったくは発生しなかった。しかし，ޙࠓこの
のよう࣍施設点検システϜを利活用していくにはߓړ
な՝がఏࣔできる。

（1）点検データ入力の効率化
ए者ͩけでなく，5� からࡀ 6� ؆の高ྸ者もࡀ
୯にアϓϦを用できることがかった。しかし，ࡂ
にߋ，にはఱީ件のѱい中でのೖ力となるので࣌
؆ศでޮ的なදࣔ・ೖ力方ࣜが必要である。

（2）他のシステムとのリンク
に機ߓړとして，શࡦ化対ٺ施設は，現在ߓړ
保શ計画を作Γ，ٺ化のఔ度にԠじて機を保શす
るためのҡิ࣋修を計画的に行おうとしている。これ
らの対ࡦや計画がデータ化され，本システϜとϦンク
していれ，データを加していくことができ，ͦの
データのੵからҡ࣋保શの対ࡦをଧつきظ࣌やൣ
ғをよΓࡉかにੳすることができる。

（3）  点検情報システムにおける送信側の活動の評価
建設ߓړ施設点検システϜは，（一社）શ日本ߓړ

協会会員がਓ員のݮ及びߓړ技術者のݮগしている
するシステϜとなっていݙߩ行ଆに，一方的にߓړ
る。ޙࠓこの民協ಇのシステϜとしてޮՌをあ͛て
いくためには，行ଆからの，ߓړ施設管理の業務化
や࣌ࡂの活動のධՁとして，ೖܖࡳ੍度にөす
る必要があると考える。
�
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